
２０２０年６月２６日

ダイハツ工業株式会社

１．対象期間 ２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日

２．再資源化等の状況

引取台数 引取使用済自動車台数 418,126 台 397,990 台

委託全部利用投入解体自動車台数 30,738 台 26,587 台

448,864 台 424,577 台

引取量 引取ＡＳＲ重量 54,739 ｔ 51,912 ｔ

委託全部利用投入ＡＳＲ相当重量 4,085 ｔ 3,501 ｔ

58,825 ｔ 55,413 ｔ

再資源化重量 再資源化施設再資源化重量（①－②）　※３ 52,712 ｔ 50,395 ｔ

※２ 　①施設投入重量 54,548 ｔ 51,912 ｔ

　②施設排出残渣重量 1,836 ｔ 1,516 ｔ

委託全部利用再資源化重量（③－④） 3,989 ｔ 3,405 ｔ

　③投入ＡＳＲ重量 4,085 ｔ 3,501 ｔ

　④排出残渣重量 96 ｔ 96 ｔ

56,701 ｔ 53,800 ｔ

引取台数 取外回収台数 53,236 台 46,793 台

車上作動台数 328,313 台 303,792 台

一部取外回収／一部車上作動台数 5,344 台 7,208 台

386,893 台 357,793 台

引取量 取外回収個数　※４ 188,208 個 152,998 個

車上作動個数 1,226,213 個 1,083,643 個

1,414,421 個 1,236,641 個

再資源化重量 再資源化施設の引取重量［Ｃ］　※５ 110,307 ｋｇ 93,136 ｋｇ

再資源化重量［Ｄ］ 104,288 ｋｇ 87,743 ｋｇ

引取台数 ＣＦＣ引取台数 1,304 台 2,129 台

ＨＦＣ引取台数 399,807 台 384,308 台

401,111 台 386,437 台

引取量 ＣＦＣ引取重量 195 ｋｇ 267 ｋｇ

※２ ＨＦＣ引取重量 87,965 ｋｇ 87,456 ｋｇ

88,160 ｋｇ 87,723 ｋｇ

　　※１…ＡＳＲ：Automobile　Shredder　Residue　自動車シュレッダーダスト

　　※２…合計額及び差引額が各項目計算値と合致しないのは、小数点以下の四捨五入によるものです。

　　※３…ＡＳＲ再資源化施設の基準適合状況は下記の豊通リサイクル㈱のホームページをご参照下さい。

　　　　　http://www.toyotsurecycle.co.jp/ASR/asr-receipt02.html

  　※４…エアバッグ類の取外し回収個数は指定引取場所において引き取った個数です。

　　※５…指定引取場所に引き取った後、再資源化施設で引き取ったエアバッグ類の重量です。

３．基準の遵守状況

４．払渡を受けた預託金及び再資源化等に要した費用

内ＡＳＲ

払渡を受けた預託金 ［E］ 2,237,271,587

［F］

再資源化等に要した費用 ［G］ 2,100,847,524

内　社内費用（人件費） ［H］

内　社内費用（システム費） ［H］

136,424,063

（参考）18年度リサイクル収支から19年度に下記金額を拠出

 －  以上  －

リサイクル収支（税引前）［I］＝［E］－［G］ 454,365,384 71,287,794 246,653,527

公益財団法人　自動車リサイクル高度化
財団への拠出

[J] 480,787,579 －

支出

3,671,368,235 878,730,781 691,789,930

7,634,272 －

80,518,484 －

収入
4,125,733,619 950,018,575 938,443,457

内　預託金利分 519,467,849 －

（単位：円）
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